
細胞から"痛み"を知るオンチップ痛覚モデル
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ヒトの感覚神経をチップ上に再現し、痛みの神経信号が生まれ、伝わる様子を可視化します

疼痛研究では、培養神経細胞全体を刺激する手法が中心で、生体内で起きる局所的な痛覚信号の発生・伝播を再現できません
でした。本技術は末梢神経の構造をチップ上に再現し、主観的な「痛み」の入口を神経の電気信号として客観的に評価します。ヒ
トiPS細胞への展開により、痛みの感受性の個人差解明や個別化医療への貢献を目指します。

R&Dフェーズ ｜ 研究　　実用化時期 ｜ FY30-

お問い合わせ：バイオメディカル情報科学研究センタ

技術ポイント

・細胞が通れない細さのマイクロ流路で、神経線維だけを直線状に伸ば
す技術
・伸ばした神経線維の一部を瞬時に温め、生じた信号を同じ線維上で記
録するチップ技術

・従来の細胞培養皿の全体を加熱する方法と比べ、約100μmの神経線
維に1msの局所熱刺激が可能
・従来法では捉えにくかった、神経信号が生まれて同じ神経線維を伝わ
る様子を世界で初めて記録

要素技術 市中技術差異点

ヘルスケア

ヒトiPS細胞由来の感覚神経を用いて、痛みの感受性や薬剤応答を評価し、鎮痛薬開発の高度化、個別化医療、動物実験の削
減・代替に貢献します。
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